
最近の活動からいくつかご紹介します。 

【浴衣体験（８/２）】 

着付けの先生を招いて浴衣を着せていただき 

ました。皆それぞれよく似合って笑顔になり 

ました。 

【お月見（９/６）】 

故郷での月に関する行事や、月の模様を何に 

例えるかということから、アニメのセーラー 

ムーンにまで話が及んで盛り上がりました。

「中国では中秋節にはスターバックスでも 

月餅が買える」「カンボジアでもお月見をし

て、ココナッツの入ったお菓子を食べる」と 

いった話も聞くことができました。 

【救命講習（９/20）】 

講師を招いて、人工呼吸や AED について真剣

に学習しました。 

【りんご狩り（10/4）】 

途中で雷と大雨に見舞われましたが、秋の 

行楽を楽しみました。 
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10 か国（アメリカ・インドネシア・エジプト・カンボジア・キルギス・スリランカ・中国・

ネパール・フィリピン・ベトナム）から来た 20 名の受講生と、お互いの生活習慣や伝統 

文化などについて、楽しく学び合っています。様々な方面からのご支援により、今年度も 

浴衣体験や救命講習を行うことができました。また、昨年度末に受講生から希望が出ていた 

果物狩りも実現しました。今後もスポーツデイや年賀状作りなどの活動を予定しています。 

ことばの交流ひろば 

第１回 運営委員会（8.30） 

総合福祉センターにて、8 名の役員と委員が今後の活動について話し合いました。長い残暑や

他の行事との兼ね合いなども考慮し、内容や日程を熱心に討議しました。今年度は諸事情に 

よりオイスカとの交流会は行われませんでしたが、これからたくさんのイベントが控えてい 

ます。皆様振るってご参加ください。 



【献火式】 

シラさん・シュレスタさん・クンワルさん 

（ネパール）とアウンさん（ミャンマー）の 

4 名が、市長を含む 5 名による献火のアテン 

ド（サポート）をしました。真剣な面持ちで 

完璧なアテンドを見せてくれた後は、「楽し 

かった」と笑顔になりました。 

【ステージ】 

「赤土の道であなた（恋人）を待っている 

よ」というミャンマーの歌、バングラデシュの 

誇りと国への愛の歌、ネパールの女性を紹介 

する内容の踊りが披露され、たくさんの来場 

者の注目を集めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OIEA Onojo-city International Exchange Association 

～新しい事務担当者が着任しました～  

8 月 1 日から事務局に入りました黒木日出登（ひでと）と申します。6 月まで医療機器メーカーで組

織営業を担当しておりました。入ったばかりですが、ボランティアの皆様の献身的な活動には頭が下

がる思いです。まだまだ全体像が見えておりませんので、毎日が勉強ですが、今後のあるべき多文化

共生を目指し、多くの方々のお役に立てるよう微力ながら努力して参りたいと思います。どうぞ 

よろしくお願い申し上げます。 

大野城市国際交流協会事務局：市役所 3 階 コミュニティ文化課内 

Tel:  090-2067-3173   

Fax:  092-573-7791   email:  begin@city.onojo.fukuoka.jp 

編集後記 

ようやく秋らしさを感じるようになりましたが、日中はまだ暑い 

ですね。これからたくさんのイベントが目白押しです！皆様に 

お会いできるのを楽しみにしています。（T） 

 

INFORMATION CORNER 

第 43 回 おおの山城大文字まつり（9.27・28） 
今年も大文字公園を中心に開催され、多くの人でにぎわいました。協会では春暉国際学院で 

日本語を学ぶ学生の皆さんを招いて、献火式のアテンドおよびステージでのパフォーマンスを

していただきました。 

～今後の活動について～  

・国際交流フェスティバル（11/1・2） 

・大野城市英語・日本語スピーチコンテストでのサポートと協会 PR（11/2） 

・大野城市民総ぐるみ防災訓練への参加（11/29） 

・バスハイク ・国際大運動会 ・国際料理教室 ・国際交流パーティー などを予定しています。 
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